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秋
田
県
と
岩
手
県
の
県
境
に
位
置
す
る
秋

田
駒
ケ
岳
は
、
標
高
１
６
３
７
ｍ
の
最

高
峰
、
男お

女な
め
だ
け岳

（
女
目
岳
と
も
書
く
）
や
、
男お

岳だ
け

、
女め

岳だ
け

等
の
総
称
で
あ
る
。

有
史
以
降
の
噴
火
記
録
に
よ
る
と
、
１
９

３
２
年
の
噴
火
で
は
十
余
り
の
新
火
口
が
形

成
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
火
山
灰
や
火
山
礫
が
噴

出
。
有
毒
ガ
ス
の
発
生
も
み
ら
れ
た
。

１
９
７
０
年
の
噴
火
は
、
８
月
末
頃
に
女

岳
山
頂
付
近
に
噴
気
孔
の
生
成
、
９
月
上
旬

に
は
近
く
の
国
見
温
泉
の
泉
温
上
昇
が
確
認

さ
れ
る
な
ど
の
前
兆
現
象
が
あ
り
、
そ
の
後
、

９
月
18
日
に
女
岳
山
頂
か
ら
マ
グ
マ
噴
火
し
、

溶
岩
が
流
出
し
た
。
小
爆
発
を
繰
り
返
し
て

溶
岩
噴
泉
を
上
げ
、
ス
コ
リ
ア
（
多
孔
質
で

暗
褐
色
の
火
山
噴
出
物
）
な
ど
の
火
山
砕
屑

物
を
数
百
ｍ
の
高
さ
ま
で
噴
き
上
げ
、
活
動

は
、
翌
年
１
月
ま
で
続
い
た
。

こ
の
噴
火
以
降
、
女
岳
の
噴
気
活
動
の
活

発
化
等
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
大
き
な
噴

火
は
発
生
し
て
い
な
い
。

秋
田
駒
ケ
岳
に
は
、
数
百
種
の
高
山
植
物

が
自
生
し
て
い
る
。
東
北
地
方
固
有
の
高
山

植
物
に
も
富
み
、
山
頂
周
辺
は
、「
秋
田
駒
ケ

岳
高
山
植
物
帯
」
と
し
て
国
の
天
然
記
念
物

に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

高山植物の宝庫

田沢湖と秋田駒ケ岳

秋田駒ケ岳
活動的火山及び潜在的爆発活力を有する火山に指定されている。平成 21 年 10 月 27 日に噴火予報（噴火警戒レベル 1、平常）を発表。
その後、予報警報事項に変更はない（11 月 15 日現在）。

秋田駒ケ岳
あきたこまがたけ

Vol. 24

秋田県・岩手県
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今回はこのようなすばら
しい賞をいただき、ありが
とうございます。昨年は東日
本大震災という大きな災害が起
こりました。地震や津波で多くの建物や人の命がうば
われました。テレビを見ていて、これが日本で今本当
に起こっていることなのかと目をうたがいました。
でも、そんな困難の中でも、人々が助け合い、はげ

ましあって生活している姿が心に残っています。何か
の時にたよれるのは、やはり、家族や地域の人たちだ
と思い、この絵をかきました。
年末に発表された 2011 年の漢字も「絆」でした。

みんなが人と人とのつながりの大切さを改めて感じた
からだと思います。
私も近所の人にちゃんとあいさつをしたり、困って

いる人には声をかけたりして、地域の事をもっとよく
知っていきたいです。
そして、人に感謝できる人間になりたいと思います。

小学 5・6年生の部
徳島県　アトリエ遠渡「高木教室」　６年

吉本　美嶺 （よしもと　みれい）さん

第 27 回
防災ポスターコンクール
防災推進協議会会長賞

受賞者の声

  2    日本の火山　Vol. 24

秋田駒ケ岳（秋田県・岩手県）

  4   特集

大雪に備える
  8  Disaster Management News̶̶防災の動き

・財務省・世界銀行主催
   「防災と開発に関する仙台会合」
・防災基本計画の修正
・南海トラフの巨大地震対策について
・平成 24年防災功労者を表彰
・津波防災の日講演会 2012

14  Disaster Report̶̶災害報告

・平成 24年の災害を振り返る

16  Active Human List 12
スマイルニット倶楽部

18  過去の災害に学ぶ　35
1914 年 1月
桜島大正噴火  その1
鹿児島大学地域防災教育研究センター特任教授

岩松　暉

20  防災 Q & A
避難生活を快適に、安全に過ごすための対策を
教えてください。
危機管理教育研究所　危機管理アドバイザー

国崎 信江

一日前プロジェクト　第 24 回

21  やってみよう！ 防災対策　第 3 回
あなたのオフィスは安全ですか？
～家具類を固定して経営資源を守りましょう

22  防災リーダーと地域の輪　第 13 回
「やさしい日本語」で外国人の防災活動支援
京都府「やさしい日本語」有志の会
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近
年
の
大
雪
災
害

戦
後
の
主
な
大
雪
と
し
て
は
、「
昭

和
38
年
１
月
豪
雪
」、「
平
成
18
年
豪
雪
」

の
ほ
か
、
戦
後
２
番
目
に
犠
牲
者
が
多

い
昭
和
55
年
度
の
大
雪
や
、
そ
の
次
に

犠
牲
者
が
多
い
昭
和
58
年
度
の
大
雪
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
近
年
で
は
、
平

成
22
年
度
、
23
年
度
と
記
録
的
な
大
雪

が
続
き
、
22
年
度
は
、
死
者
１
３
１
名
、

重
傷
者
６
３
６
名
、
ま
た
、
23
年
度
は
、

死
者
１
３
４
名
、
重
傷
者
８
８
３
名
と
、

多
く
の
人
的
被
害
が
生
じ
ま
し
た
。

恒
常
的
な
降
積
雪
に
見
舞
わ
れ
る
豪

雪
地
帯
で
は
、
屋
根
や
道
路
等
の
除
雪

は
必
須
で
す
が
、
除
雪
作
業
中
に
は
、

屋
根
か
ら
転
落
す
る
、
屋
根
か
ら
の
落

雪
に
埋
ま
る
、
除
雪
機
に
巻
き
込
ま
れ

る
、
水
路
に
転
落
す
る
な
ど
、
様
々
な

原
因
で
死
亡
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

内
閣
府
、
国
土
交
通
省
の
報
告
書
に

よ
る
と
、
平
成
22
年
度
の
大
雪
に
よ
る

死
者
の
死
亡
状
況
の
約
82
％
が
除
雪
作

業
中
で
し
た
。
ま
た
死
者
全
体
の
う
ち

約
66
％
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
す
。

除
雪
作
業
中
の
事
故
防
止
の
徹
底
は
、

重
要
な
雪
害
対
策
で
す
。
除
雪
器
具
や

装
備
の
点
検
・
手
入
れ
を
行
い
、
作
業

中
の
用
具
の
取
り
扱
い
に
も
十
分
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
除
雪
作
業
は
複
数
人
で
行
う

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
作
業
中
に
事
故

に
遭
っ
て
も
、
直
ぐ
に
発
見
さ
れ
れ
ば

助
か
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
家
族
や

隣
近
所
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
協
力

し
て
行
い
、
た
と
え
作
業
を
一
緒
に
行

え
な
く
と
も
、
作
業
の
様
子
を
見
て
い

て
も
ら
う
こ
と
が
安
全
管
理
と
し
て
重

要
で
す
。

除
雪
作
業
中
の
事
故
は
、「
慣
れ
た
作

業
だ
か
ら
」、
あ
る
い
は
「
除
雪
機
の
エ

4

特集

大雪に備える

平成22年度、23年度は、2年続けて、100名を越す人的被

害を生じる大雪が降りました。被害の多くは、日本の「特別

豪雪地帯」で発生しています。

今冬の大雪対策は万全ですか？　大雪は不定期に発生する

ものですが、「備えあれば憂い無し」です。

除雪用具や装備の点検、隣近所との声かけなど、自分で出

来る備えが大雪に対する地域防災力の向上につながります。

（出典　平成 18 年豪雪災害活動記録　新潟県魚沼消防本部）
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ン
ジ
ン
を
止
め
て
雪
詰
ま
り
除
去
を
す

る
の
は
面
倒
だ
」
と
い
っ
た
、
小
さ
な

油
断
か
ら
発
生
す
る
こ
と
も
多
々
あ
り

ま
す
。
除
雪
作
業
に
対
す
る
慣
れ
や
過

信
は
禁
物
で
す
。

ど
の
よ
う
な
状
況
で
除
雪
中
の
事
故

が
発
生
し
や
す
い
の
か
、
ま
た
、
安
全

な
作
業
を
行
う
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な

点
に
気
を
つ
け
た
ら
よ
い
の
か
確
認
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

命
を
守
る
除
雪
中
の
事
故
防
止

10
箇
条

１
．
作
業
は
家
族
、
隣
近
所
に
も
声
を

か
け
て
２
人
以
上
で
行
う
！

２
．
建
物
の
周
り
に
雪
を
残
し
て
雪
下

ろ
し
！

・
転
落
死
亡
事
故
の
51
％
で
地
面
に
身

体
を
強
打
し
て
い
ま
す
。

３
．
晴
れ
の
日
ほ
ど
要
注
意
、
屋
根
の

雪
が
ゆ
る
ん
で
い
る
！

・
暖
か
い
日
の
午
後
の
作
業
は
、
特
に

注
意
が
必
要
で
す
。

４
．
は
し
ご
の
固
定
を
忘
れ
ず
に
！

・
は
し
ご
の
足
元
を
し
っ
か
り
固
め
、

上
部
は
ロ
ー
プ
等
で
固
定
。
長
さ

は
、
軒
先
よ
り
60
㎝
以
上
高
く
し

ま
し
ょ
う
。

・
は
し
ご
の
昇
り
降
り
に
加
え
、
は
し

ご
か
ら
屋
根
へ
の
移
動
時
は
特
に

注
意
が
必
要
で
す
。

５
．
エ
ン
ジ
ン
を
切
っ
て
か
ら
、
除
雪

機
の
雪
詰
ま
り
の
取
り
除
き

・
除
雪
作
業
中
の
死
亡
事
故
の
５
％

は
、
除
雪
機
に
巻
き
込
ま
れ
た
こ

と
が
原
因
で
す
。

６
．
低
い
屋
根
で
も
油
断
は
禁
物
！

・
転
落
死
亡
事
故
の
60
％
は
、
１
階
の

屋
根
か
ら
の
転
落
が
原
因
で
す
。

７
．
作
業
開
始
直
後
と
疲
れ
た
頃
は
特

に
慎
重
に
作
業
！

・
屋
根
に
上
が
る
前
に
準
備
運
動
を
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・
雪
下
ろ
し
は
重
労
働
で
す
。
事
前

に
体
調
を
整
え
て
お
く
と
と
も
に
、

雪
下
ろ
し
中
は
、
十
分
に
休
息
を

と
り
な
が
ら
、
何
回
か
に
分
け
て

作
業
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

８
．
面
倒
で
も
命
綱
と
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
！

・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
、
あ
ご
紐
を
締
め
て

正
し
く
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

・
命
綱
は
、
ザ
イ
ル
や
麻
ロ
ー
プ
等
、

す
べ
り
に
く
く
、
ゆ
る
み
に
く
い

も
の
を
使
用
し
、
正
し
く
結
び
ま

し
ょ
う
。

９
．
命
綱
、
除
雪
機
な
ど
用
具
は
こ
ま

め
に
手
入
れ
・
点
検
を
！

10
．
作
業
の
と
き
に
は
携
帯
電
話
を
持
っ

て
い
く
！

5

（出典　「よくある除雪作業中の事故とその対策」チラシ　作成：内閣府／国土交通省）

よくある除雪作業中の事故
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日
本
の
豪
雪
地
帯

日
本
で
は
、「
豪
雪
地
帯
対
策
特
別
措

置
法
」
に
基
づ
き
「
豪
雪
地
帯
」
や
「
特

別
豪
雪
地
帯
」（
豪
雪
地
帯
の
う
ち
積
雪

量
が
特
に
多
く
、
住
民
の
生
活
に
著
し

い
支
障
を
生
ず
る
地
域
）
が
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
豪
雪
地
帯
の
指
定
地
域
は
、

北
海
道
全
域
、
東
北
地
方
、
関
東
地
方
、

北
陸
地
方
全
域
、中
部
地
方
、近
畿
地
方
、

中
国
地
方
に
分
布
。
ま
た
特
別
豪
雪
地

帯
は
、
北
海
道
か
ら
近
畿
地
方
に
か
け

て
分
布
し
て
お
り
、
豪
雪
地
帯
の
面
積
※
１

は
、
全
国
の
50
・
７
％
、
特
別
豪
雪
地

帯
は
、
全
国
の
19
・
８
％
を
占
め
て
い

ま
す
。

豪
雪
地
帯
、
特
別
豪
雪
地
帯
の
人
口
※
２

は
、
そ
れ
ぞ
れ
総
人
口
の
15
・
3
％
と

２
・
５
％
で
す
。
ま
た
、
平
成
22 

年
の

豪
雪
地
帯
の
高
齢
化
率
※
３

は
25
・
５
％
、

特
別
豪
雪
地
帯
は
29
・
２
％
。
全
国
平

均
の
22
・
８
％
よ
り
も
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
動
向
か
ら
み
て
も
、

豪
雪
地
帯
で
は
人
口
減
少
、
高
齢
化
が

進
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

※
１　

面
積
は
、
国
土
地
理
院
「
全
国
都
道
府
県

市
町
村
別
面
積
調
」（
平
成
21
年
10
月
1
日

時
点
）
に
よ
る
。

※
２
、
※
３　

人
口
、
高
齢
化
率
は
、
総
務
省
「
国

勢
調
査
」
に
よ
る
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

共
助
に
よ
る
雪
処
理
活
動

豪
雪
地
帯
で
は
、
高
齢
者
世
帯
な
ど
、

自
ら
除
雪
作
業
を
行
う
こ
と
が
難
し
い

世
帯
を
支
援
す
る
た
め
、
自
治
会
等
の
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
共
助
や
地
域
内
外

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
協
力
を
得
た
雪

処
理
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
で
は
、
住

民
同
士
で
、
日
ご
ろ
か
ら
地
域
内
を
見

守
る
意
識
を
持
ち
、
除
雪
作
業
中
の
人

に
声
を
か
け
た
り
、
ひ
と
り
で
作
業
し

て
い
る
人
に
注
意
を
呼
び
か
け
る
こ
と

も
大
切
で
す
。

●
長
野
県
飯
山
市
桑
名
川
区
の
ケ
ー
ス

除
雪
が
困
難
な
世
帯
を
対
象
に
、
事

前
に
隊
員
登
録
し
た
地
区
住
民
が
有
償

で
除
雪
を
行
う
自
治
会
独
自
の
制
度
「
桑

名
川
除
雪
協
力
隊
」
を
実
施
。
市
が
認

定
す
る
要
支
援
世
帯
に
お
い
て
は
、
一

部
費
用
が
補
助
さ
れ
ま
す
。

●
山
形
県
朝
日
町
の
ケ
ー
ス

住
民
が
主
体
と
な
っ
て
地
区
内
の
高

齢
者
宅
や
町
道
等
の
除
雪
活
動
を
行
っ

て
い
る
町
内
の
行
政
区
に
対
し
、
町
か

ら
交
付
金
が
支
給
さ
れ
る
「
雪
対
策
事

業
」
を
実
施
。
雪
下
ろ
し
、
雪
か
き
、
町

道
の
除
雪
な
ど
を
行
い
ま
す
。
と
り
わ

け
、
過
疎
高
齢
化
の
進
む
山
間
部
の
集

落
で
こ
の
事
業
が
活
用
さ
れ
て
い
ま
す

地
域
内
外
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
、

雪
処
理
の
担
い
手
に
よ
る
協
力

除
雪
作
業
は
危
険
を
伴
う
た
め
、
作

業
参
加
を
希
望
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

対
し
て
は
、
安
全
な
除
雪
作
業
に
関
す

る
学
習
・
講
習
会
の
受
講
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
保
険
へ
の
加
入
を
要
請
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
入
れ
側
に

お
い
て
は
、
原
則
、
屋
根
の
上
で
の
雪

下
ろ
し
等
危
険
な
作
業
は
担
当
さ
せ
な

い
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
等
の
装
備
の
点
検
を

徹
底
す
る
等
の
対
策
を
十
分
に
講
じ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

6

北海道地方　179　（86）

東北地方　161　（69）

関東地方　17　（1）

中部地方　34　（14）

北陸地方　81　（30）

近畿地方　19　（1）
中国地方　41　（－）

豪雪地帯

特別豪雪地帯
数字は市町村数（特豪）

国土交通省「豪雪地帯対策の推進」より
http://www.mlit.go.jp/kokudoseisaku/chisei/crd_chisei_tk_000010.html

指定地域の状況

過去30年の主な雪害

※死者 50 名以上の雪害
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● 

山
形
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
市
内
高

等
学
校
の
ケ
ー
ス

山
形
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
福
祉
教

育
指
定
校
事
業
※
４

を
活
用
し
て
市
内
の

高
校
生
に
よ
る
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

取
り
組
み
を
推
進
。
福
祉
教
育
指
定
校

の
期
間
終
了
後
も
継
続
し
て
自
主
的
な

地
域
の
除
雪
支
援
を
行
っ
て
い
る
学
校

も
み
ら
れ
、
地
域
の
新
た
な
雪
処
理
の

担
い
手
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

※
４
市
内
の
小
・
中
学
校
及
び
高
等
学
校
を
対
象

に
行
わ
れ
て
い
る
事
業
。
社
会
福
祉
へ
の
理

解
と
関
心
を
高
め
、
体
験
を
通
じ
て
助
け
合

い
に
よ
る
地
域
社
会
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
指
定
さ
れ
た
学

校
に
は
市
社
協
か
ら
助
成
金
が
交
付
さ
れ
ま

す
。
指
定
校
期
間
は
３
年
間
。

● 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
中
越
防
災
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
の
ケ
ー
ス

都
市
部
の
若
者
等
が
豪
雪
地
に
お
い

て
地
元
の
ベ
テ
ラ
ン
指
導
者
か
ら
雪
か

き
の
知
識
と
技
術
を
学
ぶ
「
越
後
雪
か

き
道
場
」
を
中
越
地
域
を
中
心
に
全
国

の
降
雪
地
域
で
実
践
。

参
加
者
の
技
能
に
応
じ
て
初
級
（
地

上
の
雪
か
き
等
）、
中
級
（
屋
根
の
雪
下

ろ
し
等
）
上
級
（
重
機
を
使
用
し
た
除

雪
等
）
ま
で
の
３
つ
の
コ
ー
ス
が
設
け

ら
れ
、
毎
年
延
べ
１
０
０
名
以
上
が
修

了
し
て
い
ま
す
。
平
成
23
年
２
月
20
日

時
点
で
は
、初
級
５
３
０
名
、中
級
54
名
、

上
級
33
名
が
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

雪
に
対
す
る
「
減
災
」
の
知
恵
・
お

役
立
ち
情
報
等
を
左
記
で
ご
紹
介
し
て

い
ま
す
。

内
閣
府
「
雪
害
対
策
の
ペ
ー
ジ
」

http://w
w

w
.bousai.go.jp/setsugai/

index.htm
l

国
土
交
通
省
「
豪
雪
地
帯
対
策
の
推
進
」

http://w
w

w
.m

lit.go.jp/
kokudoseisaku/chisei/crd_chisei_
tk_000010.htm

l

雪
な だ れ

崩に注意！
　雪崩には「表層雪崩」と「全層雪崩」があり、それぞれ発生する気象条件が異なります。
　表層雪崩は、古い積雪面上に降り積もった新雪の層が滑り落ちるもので、気温が低く降雪が続く１～２月の厳冬期に多
く発生します。
　一方の全層雪崩は、気温の上昇や降水により融けた水で滑りやすくなった地表面上を積雪層全体が滑り落ちる現象で、
春先の融雪期に多く発生します。
　表層雪崩は、時速100～200㎞と新幹線並みの猛烈な速さで落下し、発生地点から遠く離れた場所まで到達する恐れがあ
ります。また、全層雪崩でも時速40～80㎞と自動車並のスピードで落下します。
　1986（昭和61）年１月26日に新潟県能生町（現、糸魚川市大字能生）で発生した大規模な表層雪崩では、権現岳とい
う山の中腹で発生した雪崩が２㎞も離れた麓の集落を襲い、民家11棟を巻き込み死者13名の大惨事となりました。また、
2012年２月１日に秋田県仙北市の玉川温泉で起きた雪崩は、幅約300ｍ、長さ約100ｍにわたり、岩盤浴をしていた湯治客
３名が犠牲となりました。
　人命に関わる雪崩災害は毎年のように発生しています。雪の多い地域の方はもちろん、登山やスキーなどのレジャーで
多雪地域を訪れる方も、雪崩の危険性を十分認識しておく必要があります。
　雪崩は、スピードが速く、発生に気づいてから逃げることはほぼ不可
能です。雪崩が発生しやすい場所、前兆現象を知っておくことが重要で
す。

■雪崩が起きやすい場所
　急な斜面、低い木や草しか生えていない斜面など

■雪崩の前兆現象
　急な斜面や尾根から雪が張り出している雪

せっぴ

庇や雪の斜面の亀裂など

雪崩が発生しやすい場所や前兆現象についての詳しい解説が政府広報オ
ンライン「雪崩に注意！危険な場所や前兆現象を知っておきましょう」
に掲載されています。
http://www.gov-online.go.jp/useful/article/201111/5.html

7

屋根の雪下ろし自宅周辺や道路の雪かきを行う住民

（出典　政府広報オンライン「雪崩に注意！　危
険な場所や前兆現象を知っておきましょう」）
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２
０
１
２
年
10
月
９
日

及
び
10
日
の
２
日
間
、

財
務
省
と
世
界
銀
行
と
の
共

催
に
よ
り
、「
防
災
と
開
発

に
関
す
る
仙
台
会
合
」
が
、

宮
城
県
仙
台
市
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

48
年
ぶ
り
に
東
京
で
開
催
さ

れ
た
「
第
68
回
国
際
通
貨
基

金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）・
世
界
銀
行

年
次
総
会
」
の
特
別
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
開
催
さ
れ
た
も
の

で
、
震
災
か
ら
の
復
興
に
向

け
て
邁
進
す
る
日
本
の
姿
を

ア
ピ
ー
ル
し
、
災
害
に
強
い

社
会
構
築
の
必
要
性
を
被
災

地
か
ら
発
信
す
る
こ
と
、
ま

た
、
日
本
の
震
災
・
復
興
の

経
験
を
国
際
的
に
共
有
す
る

こ
と
に
よ
り
、
途
上
国
に
お

い
て
も
、
防
災
を
す
べ
て
の

政
策
の
優
先
事
項
と
す
る

「
防
災
の
主
流
化
」
を
推
進

し
て
い
く
こ
と
が
大
き
な
目

的
で
し
た
。

会
合
初
日
に
は
、「
途
上

国
の
開
発
に
お
け
る
防
災
の

主
流
化
に
向
け
た
国
内
課

題
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
パ
ネ

ル
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

基
調
講
演
を
行
っ
た
シ
ュ

ヴ
ァ
イ
ス
グ
ー
ト
駐
日
欧
州
連
合
大
使
か
ら
は
、

「
多
様
性
に
富
む
Ｅ
Ｕ
に
お
い
て
も
、
近
年
で
は
、

予
算
に
防
災
の
観
点
を
取
り
入
れ
る
等
、『
防
災

の
主
流
化
』
が
推
進
さ
れ
て
い
る
」
と
の
発
言
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
続
く
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
も
、
各
国
・
国
際
機
関
よ
り
参
加
し
た
パ
ネ
リ

ス
ト
か
ら
、
世
界
各
地
で
の
「
防
災
の
主
流
化
」

に
向
け
た
取
組
み
と
課
題
に
つ
い
て
発
表
が
あ

り
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
最
後
に
総
括
ス
ピ
ー

カ
ー
と
し
て
登
壇
し
た
下
地
防
災
担
当
大
臣
は
、

「
現
在
の
日
本
は
、
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
・
課

題
を
検
証
し
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
や
首
都
直

下
地
震
等
、
将
来
の
災
害
へ
の
対
策
の
充
実
・
強

化
を
推
進
し
て
お
り
、
そ
こ
で
も
『
防
災
の
主
流

化
』
が
極
め
て
重
要
に
な
っ
て
い
る
」
と
日
本
の

事
例
を
紹
介
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
開
発
途
上
国

に
お
い
て
も
『
防
災
の
主
流
化
』
の
推
進
は
極
め

て
重
要
で
あ
り
、日
本
は
、ア
ジ
ア
防
災
セ
ン
タ
ー

や
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
を
通
じ
た
途
上
国
支
援
を
実
施
し
て

い
る
ほ
か
、
世
界
銀
行
と
も
力
を
合
わ
せ
て
、
途

上
国
で
の
防
災
の
取
組
強
化
を
積
極
的
に
支
援
し

て
い
く
」
と
述
べ
、
さ
ら
に
、「
２
０
１
５
年
に

開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
る
『
第
３
回
国
連
防
災
世

界
会
議
』
を
日
本
に
招
致
し
、
兵
庫
行
動
枠
組
の

後
継
枠
組
の
策
定
に
お
い
て
も
日
本
は
中
心
的
役

割
を
果
た
し
た
い
」と
の
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

本
会
合
で
は
、参
加
各
国
が
「
防
災
の
主
流
化
」

の
重
要
性
を
再
認
識
し
、
災
害
に
強
い
社
会
を
構

築
す
る
た
め
の
知
識
・
経
験
を
共
有
す
る
等
、
大

き
な
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
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財務省・世界銀行主催
「防災と開発に関する仙台会合」

防災の動き
Disaster Management News

「防災と開発に関する仙台会合」に出席した下地防災担当大臣（左端）
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平
成
24
年
９
月
６
日
、
内
閣
総
理
大
臣
官
邸

に
お
い
て
中
央
防
災
会
議
が
開
催
さ
れ
、

東
日
本
大
震
災
以
降
２
回
目
の
防
災
基
本
計
画
の

修
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
こ
の
防
災
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
各
地

方
公
共
団
体
が
地
域
防
災
計
画
を
検
討
し
て
い
く

こ
と
と
な
り
ま
す
。

大
規
模
広
域
災
害
へ
の
対
策
の
強
化

災
害
対
策
基
本
法
の
改
正
（
平
成
24
年
６
月
27

日
）、
中
央
防
災
会
議
防
災
対
策
推
進
検
討
会
議

の
最
終
報
告
（
平
成
24
年
７
月
31
日
）
等
を
踏
ま

え
た
大
規
模
広
域
災
害
へ
の
対
策
と
し
て
、
主
に

次
の
内
容
の
記
述
を
充
実
さ
せ
ま
し
た
。

１　

災
害
に
対
す
る
即
応
力
の
強
化

○ 

発
災
時
に
お
け
る
積
極
的
な
情
報
の
収
集
・

伝
達
・
共
有
の
強
化

○ 

地
方
公
共
団
体
間
の
相
互
応
援
等
を
円
滑
化

す
る
た
め
の
平
素
の
備
え

○ 

地
方
公
共
団
体
と
民
間
団
体
間
に
お
け
る
協

定
締
結
等
を
推
進

○
多
様
な
主
体
に
よ
る
共
同
防
災
訓
練
の
実
施

○
複
合
災
害
へ
の
対
応

２　

被
災
者
へ
の
対
応
改
善

○ 

要
請
を
待
た
ず
に
物
資
の
輸
送
を
開
始
す
る

な
ど
、
救
援
物
資
等
を
被
災
地
に
確
実
に
供

給
す
る
仕
組
み
の
導
入

○ 

市
町
村
・
都
道
府
県
の
区
域
を
越
え
た
被
災

者
の
受
入
れ
（
広
域
一
時
滞
在
）
協
定
締
結

の
推
進

○ 

市
町
村
を
越
え
た
広
域
的
な
避
難
者
に
つ
い

て
、
避
難
元
と
避
難
先
の
地
方
公
共
団
体
の

連
携
強
化

３　

 

教
訓
伝
承
、
防
災
教
育
の
強
化
等

に
よ
る
地
域
の
防
災
力
の
向
上

○
住
民
に
よ
る
災
害
教
訓
伝
承
と
そ
の
支
援

○ 

地
域
防
災
計
画
の
策
定
へ
の
多
様
な
主
体
の

参
画

原
子
力
災
害
対
策
の
強
化

原
子
力
規
制
委
員
会
設
置
法
の
制
定
（
平
成
24

年
６
月
27
日
）
等
を
踏
ま
え
た
原
子
力
災
害
対
策

と
し
て
、
主
に
次
の
内
容
の
記
述
を
充
実
さ
せ
ま

し
た
。

１ 　

政
府
の
原
子
力
災
害
へ
の
対
応
強
化

○ 
官
邸
の
意
思
決
定
及
び
情
報
発
信
機
能
の
強

化
○ 

オ
ン
サ
イ
ト
・
オ
フ
サ
イ
ト
対
応
の
役
割
の

明
確
化

○ 

複
合
災
害
や
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
ン
デ
ン
ト
等
を

想
定
し
た
実
践
的
な
訓
練
の
実
施

○ 

複
合
災
害
が
発
生
し
、
対
策
本
部
が
複
数
設

置
さ
れ
た
場
合
に
は
、相
互
連
携
に
努
め
る
。

２　

オ
ン
サ
イ
ト
対
応

○ 

緊
急
時
対
策
所
、
後
方
支
援
拠
点
、
原
子
力

レ
ス
キ
ュ
ー
の
整
備
等
の
原
子
力
事
業
者
の

防
災
体
制
強
化

○ 

平
時
か
ら
の
訓
練
等
を
通
じ
た
実
動
組
織
も

含
め
た
連
携
・
体
制
の
強
化

３　

オ
フ
サ
イ
ト
対
応

○ 

区
域
ご
と
に
予
め
避
難
手
順
を
定
め
て
お
く

計
画
の
準
備
の
導
入
、
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｉ
の
予

測
結
果
の
公
表
手
順
の
明
確
化
を
含
む
緊
急

時
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
体
制
整
備
等
に
よ
る
住

民
防
護
措
置
の
強
化

○ 

原
子
力
被
災
者
生
活
支
援
チ
ー
ム
の
設
置
に

よ
り
、
避
難
住
民
の
受
入
先
確
保
、
一
時
立

入
り
等
の
緊
密
な
支
援
を
行
う
体
制
を
構
築

４　

防
災
イ
ン
フ
ラ
・
防
災
資
機
材
の
充
実

○ 

官
邸
、
原
子
力
規
制
庁
、
原
子
力
事
業
者
、
自

治
体
を
繋
ぐ
Ｔ
Ｖ
会
議
等
の
通
信
網
の
整
備

○ 

複
合
災
害
時
に
も
途
絶
し
な
い
通
信
網
を
確

保
す
る
た
め
、
衛
星
回
線
等
に
よ
る
経
路
の

多
重
化
、
非
常
用
電
源
の
確
保
を
実
施

○
オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
の
設
備
基
盤
強
化

５　

事
後
対
策

○ 

緊
急
事
態
解
除
宣
言
後
も
、
政
府
が
健
康
相

談
や
除
染
等
に
責
任
を
持
つ
体
制
を
明
記

9

防災基本計画の修正

防災の動き
Disaster Management News
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平
成
24
年
８
月
29
日
に
、「
南
海
ト
ラ
フ
の
巨

大
地
震
モ
デ
ル
検
討
会
」（
座
長
・
阿
部
勝
征
東

京
大
学
名
誉
教
授
）（
以
下
「
モ
デ
ル
検
討
会
」

と
い
う
）
に
お
い
て
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に

よ
る
津
波
高
・
浸
水
域
等
の
推
計
を
第
二
次
報
告

と
し
て
と
り
ま
と
め
て
頂
き
、
ま
た
、「
南
海
ト

ラ
フ
巨
大
地
震
対
策
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
」（
主
査
・
河
田
惠
昭
関
西
大
学
教
授
）（
以
下

「
対
策
検
討
Ｗ
Ｇ
」
と
い
う
）
に
お
い
て
、
建
物
・

人
的
被
害
想
定
の
第
一
次
報
告
を
と
り
ま
と
め
て

頂
い
た
。
本
稿
で
は
そ
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
す

る
。Ｉ 　

「
最
大
ク
ラ
ス
の
地
震
・
津
波
」

へ
の
対
応
の
基
本
的
考
え
方

（
１ 

）現
時
点
の
最
新
の
科
学
的
知
見
に
基
づ

き
、
発
生
し
う
る
最
大
ク
ラ
ス
の
地
震
・

津
波
を
推
計
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
２ 

）発
生
時
期
を
予
測
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
発
生
頻
度
は
極
め
て
低
い
も
の

で
あ
る
。

（
３ 

）南
海
ト
ラ
フ
に
お
い
て
次
に
発
生
す
る

地
震
・
津
波
が
、
今
回
示
し
た
「
最
大

ク
ラ
ス
の
地
震
・
津
波
」
で
あ
る
と
い

う
も
の
で
は
な
い
。

（
４ 

）
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
か
ら
、命
を
守

る
こ
と
を
最
優
先
と
し
て
、
こ
の
最
大

ク
ラ
ス
の
津
波
へ
の
対
応
を
目
指
す
必

要
が
あ
る
。

Ⅱ 　

津
波
高
・
浸
水
域
等

（
第
二
次
報
告
）
に
つ
い
て

１
．
津
波
高
及
び
浸
水
域
等
の
推
計

（
１
）
推
計
の
考
え
方

　

南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
に
よ
る
津
波
に
つ
い

て
、
津
波
断
層
モ
デ
ル
は
、
大
す
べ
り
域
、
超
大

す
べ
り
域
を
持
つ
最
大
ク
ラ
ス
の
津
波
断
層
モ
デ

ル
を
設
定
し
、
10
ｍ
メ
ッ
シ
ュ
単
位
の
微
細
な
地

形
変
化
を
反
映
し
た
デ
ー
タ
を
用
い
、
海
岸
で
の

津
波
高
、
陸
域
に
遡
上
し
た
津
波
の
浸
水
域
・
浸

水
深
を
推
計
し
た
。

　

検
討
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
大
す
べ
り
域
及
び

超
大
す
べ
り
域
が
１
箇
所
の
場
合
を
、「
基
本
的

な
検
討
ケ
ー
ス
」（
計
５
ケ
ー
ス
）
と
し
、「
そ
の

他
派
生
的
な
検
討
ケ
ー
ス
」（
計
６
ケ
ー
ス
）
を

加
え
た
合
計
11
ケ
ー
ス
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
津

波
高
・
浸
水
域
等
を
推
計
し
た
。

（
２
）
津
波
高
の
推
計
結
果

　

例
え
ば
、
11
の
検
討
ケ
ー
ス
の
う
ち
ケ
ー
ス
①

に
お
い
て
想
定
さ
れ
る
津
波
高
の
平
均
値
（
満
潮

位
）
の
高
さ
別
市
町
村
数
は
次
の
と
お
り
。

・
５
ｍ
以
上　

１
２
４
市
町
村
（
13
都
県
）

・
10
ｍ
以
上　

21
市
町
村
（
５
都
県
）

　
（
注
）
市
町
村
数
に
は
、
政
令
市
の
区
を
含
む

　
（
以
下
同
じ
）

（
３
）
津
波
の
到
達
時
間

　

駿
河
湾
の
沿
岸
地
域
の
よ
う
に
ト
ラ
フ
軸
の
す

ぐ
傍
に
あ
る
地
域
で
は
、
地
震
発
生
か
ら
数
分
後

に
は
５
ｍ
を
超
え
る
大
き
な
津
波
が
襲
来
し
、
高

知
県
等
の
よ
う
に
ト
ラ
フ
軸
か
ら
少
し
離
れ
た
場

所
で
は
、
５
〜
10
ｍ
を
超
え
る
大
き
な
津
波
は
地

震
発
生
か
ら
20
〜
30
分
後
と
な
る
。
ま
た
、
伊
勢

湾
や
大
阪
湾
の
奥
に
津
波
が
襲
来
す
る
に
は
さ
ら

に
時
間
を
要
し
、
１
時
間
〜
１
時
間
半
程
度
後
と

な
る
。

（
４
）
浸
水
域
の
推
計
結
果

　

ケ
ー
ス
①
に
お
け
る
浸
水
面
積
別
市
町
村
数
は

次
の
と
お
り
。

・
１
千
ha
以
上
２
千
ha
未
満　

17
市
町
村

・
２
千
ha
以
上
３
千
ha
未
満　

５
市
町
村

・
３
千
ha
以
上　
　
　
　
　
　

２
市
町
村

２
．
震
度
分
布
に
つ
い
て

（
１
）
震
度
分
布
の
推
計
結
果

　

想
定
さ
れ
る
最
大
震
度
別
の
市
町
村
数
は
次
の

と
お
り
。

・
震
度
６
弱　

21
府
県
２
９
２
市
町
村

・
震
度
６
強　

21
府
県
２
３
９
市
町
村

・
震
度
７　
　

10
県
１
５
１
市
町
村

３
．
主
な
留
意
点
に
つ
い
て

　

今
回
推
計
し
た
津
波
高
及
び
浸
水
域
は
、
マ
ク

ロ
的
な
推
計
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
都
道
府
県
が
津

10

南海トラフの
巨大地震対策について 防災の動き

Disaster Management News

南海トラフの巨大地震による津波高・浸水域等
（第二次報告）及び 被害想定（第一次報告）
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波
浸
水
想
定
を
設
定
す
る
際
に
は
、
今
回
の
津
波

断
層
モ
デ
ル
等
も
参
考
に
し
つ
つ
、
科
学
的
知
見

を
も
と
に
地
域
の
実
状
を
踏
ま
え
、
よ
り
詳
細
な

浸
水
計
算
を
実
施
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

Ⅲ 　

被
害
想
定

（
第
一
次
報
告
）
に
つ
い
て

１
．
被
害
想
定
の
設
定
と
項
目

（
１
）
想
定
す
る
地
震
動
・
津
波

　

被
害
想
定
を
行
う
地
震
動
は
、
モ
デ
ル
検
討
会

で
検
討
さ
れ
た
「
基
本
ケ
ー
ス
」
と
「
陸
側
ケ
ー

ス
」
に
つ
い
て
実
施
し
た
。
ま
た
、
津
波
は
、
東

海
地
方
、
近
畿
地
方
、
四
国
地
方
、
九
州
地
方
の

そ
れ
ぞ
れ
で
大
き
な
被
害
が
想
定
さ
れ
る
４
ケ
ー

ス
に
つ
い
て
被
害
想
定
を
実
施
し
た
。

（
２
）
想
定
す
る
シ
ー
ン

　

想
定
さ
れ
る
被
害
が
異
な
る
①
冬
・
深
夜
、
②

夏
・
昼
、
③
冬
・
夕
の
３
ケ
ー
ス
と
、
平
均
風
速
、

風
速
８
ｍ
／
秒
の
２
ケ
ー
ス
と
を
設
定
し
た
。

（
３
）
被
害
想
定
項
目

　

建
物
被
害
は
、
揺
れ
、
液
状
化
、
津
波
、
急
傾

斜
地
崩
壊
、
地
震
火
災
に
つ
い
て
全
壊
棟
数
を
推

計
し
た
。
ま
た
、
そ
の
他
に
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
転
倒

数
、
自
動
販
売
機
転
倒
数
、
屋
外
落
下
物
が
発
生

す
る
建
物
数
に
つ
い
て
も
推
計
し
た
。

　

人
的
被
害
は
、
死
者
数
と
し
て
、
建
物
倒
壊
、

津
波
、
急
傾
斜
地
崩
壊
、
地
震
火
災
、
ブ
ロ
ッ
ク

塀
の
転
倒
等
に
つ
い
て
推
計
し
た
。
ま
た
、
そ
の

他
に
負
傷
者
数
、
揺
れ
に
よ
る
建
物
被
害
に
伴
う

要
救
助
者
、
津
波
被
害
に
伴
う
要
救
助
者
に
つ
い

て
も
推
計
し
た
。

２
．
主
な
被
害
想
定
結
果

　

今
回
の
想
定
の
組
合
せ
で
推
計
さ
れ
る
被
害
想

定
の
大
き
さ
は
次
の
と
お
り
。

東
海
地
方
が
大
き
く
被
災
す
る
ケ
ー
ス

・
全
壊
等　

約
９
５
４
千
棟
〜
約
２
３
８
２
千
棟

・
死
者　
　

約
80
千
人
〜
約
３
２
３
千
人

近
畿
地
方
が
大
き
く
被
災
す
る
ケ
ー
ス

・
全
壊
等　

約
９
５
１
千
棟
〜
約
２
３
７
１
千
棟

・
死
者　
　

約
50
千
人
〜
約
２
７
５
千
人

四
国
地
方
が
大
き
く
被
災
す
る
ケ
ー
ス

・
全
壊
等　

約
９
４
０
千
棟
〜
約
２
３
６
４
千
棟

・
死
者　
　

約
32
千
人
〜
約
２
２
６
千
人

九
州
地
方
が
大
き
く
被
災
す
る
ケ
ー
ス

・
全
壊
等　

約
９
６
５
千
棟
〜
約
２
３
８
６
千
棟

・
死
者　
　

約
32
千
人
〜
約
２
２
９
千
人

３
．
防
災
対
策
の
効
果

（
１ 

）
建
物
の
現
状
の
耐
震
化
率
（
約
８
割
）

を
約
９
割
ま
で
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

揺
れ
に
よ
る
全
壊
棟
数
は
、
約
62
万
７

千
棟
か
ら
約
36
万
１
千
棟
に
約
４
割
減

少
す
る
と
推
計
さ
れ
る
。

（
２ 

）早
期
避
難
率
が
低
く
津
波
避
難
ビ
ル
が

活
用
さ
れ
な
い
場
合
と
、
全
員
が
発
災

後
す
ぐ
に
避
難
を
開
始
し
、
か
つ
、
津

波
避
難
ビ
ル
が
効
果
的
に
活
用
さ
れ
た

場
合
を
比
較
す
る
と
、
津
波
に
よ
る
死

者
数
は
最
大
で
約
９
割
減
少
す
る
と
推

計
さ
れ
る
。

４
．
主
な
留
意
点
に
つ
い
て

（
１
）
地
方
公
共
団
体
の
被
害
想
定

　

今
回
の
被
害
想
定
は
、
主
と
し
て
広
域
的
な
防

災
対
策
を
検
討
す
る
た
め
の
マ
ク
ロ
的
な
被
害
の

想
定
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
今

後
、
各
地
方
公
共
団
体
が
個
別
の
地
域
に
お
け
る

防
災
対
策
を
検
討
す
る
際
に
は
、
地
域
の
状
況
を

踏
ま
え
た
よ
り
詳
細
な
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

Ⅳ 　

今
後
の
予
定
に
つ
い
て

１
．
対
策
検
討
Ｗ
Ｇ
の
今
後
の
検
討

　

第
二
次
報
告
と
し
て
経
済
被
害
等
を
含
め
た
被

害
想
定
の
全
体
像
を
と
り
ま
と
め
る
と
と
も
に
、

予
防
対
策
、
応
急
対
策
、
復
旧
・
復
興
対
策
を
含

め
た
最
終
報
告
に
つ
い
て
冬
頃
を
目
途
に
と
り
ま

と
め
る
こ
と
と
す
る
。

11
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防
災
功
労
者
内
閣
総
理
大
臣
表
彰
は
、『「
防

災
の
日
」
及
び
「
防
災
週
間
」
に
つ
い
て
』

（
昭
和
57
年
５
月
11
日
閣
議
了
解
）
に
基
づ
き
、

災
害
時
に
お
け
る
人
命
救
助
や
被
害
の
拡
大
防
止

等
の
防
災
活
動
の
実
施
、
平
時
に
お
け
る
防
災
思

想
の
普
及
又
は
防
災
体
制
の
整
備
の
面
で
貢
献

し
、
特
に
そ
の
功
績
が
顕
著
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
団
体
又
は
個
人
を
対
象
と
し
て
表
彰
す
る
も
の

で
す
。

今
回
の
表
彰
は
、
平
成
23
年
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
、
台
風
第
12
号
の
災
害
等
に
際
し
、
人

命
の
安
全
確
保
や
被
害
の
軽
減
に
多
大
な
貢
献
等

を
し
た
方
（
団
体
、
個
人
）
に
対
し
て
表
彰
し
ま

し
た
。

防
災
功
労
者
防
災
担
当
大
臣
表
彰
は
、
防
災
に

関
し
、
災
害
時
の
防
災
活
動
の
実
施
、
防
災
思
想

の
普
及
又
は
防
災
体
制
の
整
備
の
面
で
貢
献
し
、

特
に
そ
の
功
績
が
顕
著
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
団

体
又
は
個
人
を
対
象
と
し
て
表
彰
す
る
も
の
で

す
。平

成
24
年
防
災
功
労
者
内
閣
総
理
大
臣
表
彰
は

３
個
人
１
４
１
団
体
が
受
賞
し
、
９
月
10
日
に
ホ

テ
ル
グ
ラ
ン
ド
ア
ー
ク
半
蔵
門
で
表
彰
式
が
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
防
災
功
労
者
防
災
担
当
大

臣
表
彰
は
10
個
人
８
団
体
が
受
賞
し
、
９
月
11
日

に
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
ア
ー
ク
半
蔵
門
で
表
彰
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
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防災の動き
Disaster Management News

防災功労者内閣総理大臣表彰受賞者（１）

防災功労者内閣総理大臣表彰受賞者（２）

防災功労者防災担当大臣表彰受賞者

平成24年防災功労者を表彰
内閣府では平成 24 年度防災週間行事の一環として、防災功労者（団体、個人）を表彰しました。
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最
初
に
、
語
り
部
・
崎
山
光
一
さ
ん
に
よ
る
、

津
波
防
災
の
物
語
『
稲
む
ら
の
火
』
の
〝
語

り
〞
が
あ
り
ま
し
た
。『
稲
む
ら
の
火
』
の
主
人
公

で
あ
る
、
濱
口
梧
陵
の
行
動
や
そ
こ
か
ら
得
ら
れ

る
災
害
教
訓
に
つ
い
て
話
さ
れ
、
昭
和
12
年
か
ら

22
年
の
間
、
こ
の
物
語
が
小
学
校
五
年
生
の
国
語

の
教
科
書
に
も
掲
載
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
と
の
ご

紹
介
が
あ
り

ま
し
た
。
ま

た
、
会
場
で

は
当
時
の
教

科
書
を
再
現

し
た
冊
子
が

配
布
さ
れ
ま

し
た
。

次
に
、
東
京
大
学
大
学
院
教
授
の
目
黒
公
郎
さ

ん
よ
り
『
災
害
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
（resilien

ce

）

の
高
い
社
会
の
実
現
』
に
つ
い
て
、
学
術
的
観
点

か
ら
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。「
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
と

は
、
災
害
が
発
生
し
に
く
い
環
境
を
作
る
こ
と
。

万
が
一
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
し
な
や
か

に
速
や
か
に
、回
復
す
る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
」

と
し
て
、
今
後
の
防
災
対
策
を
考
え
る
上
で
重
要

な
こ
と
は
、

災
害
状
況
を

き
ち
ん
と
想

像
、
イ
メ
ー

ジ
で
き
る

人
々
を
作
る

こ
と
で
あ
る

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
災
害
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
高
い
社
会

イ
ン
フ
ラ
や
施
設
の
建
設
と
、
教
育
に
よ
る
災
害

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
高
い
人
材
づ
く
り
に
よ
っ
て
災

害
に
強
い
社
会
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
対
策
を
き
ち
ん
と
講
ず
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
被
害
を
大
幅
に
減
ら
す
こ
と
が
可

能
で
あ
る
こ
と
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

次
に
、
モ
ン
ベ
ル
グ
ル
ー
プ
代
表
で
あ
る
辰
野

勇
さ
ん
よ
り
「
モ
ン
ベ
ル
グ
ル
ー
プ
と
東
日
本
大

震
災
」
に
つ
い
て
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
ア
ウ
ト

ド
ア
で
は
、

自
然
の
危
険

な
状
況
に
身

を
置
く
た

め
、
必
然
的

に
リ
ス
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト

は
必
須
と
な
り
、
同
グ
ル
ー
プ
が
阪
神
・
淡
路
大

震
災
被
災
時
の
経
験
や
ア
ウ
ト
ド
ア
で
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
生
か
し
て
、
東
日
本
大
震
災
で
支
援
を
行
っ

た
こ
と
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
全

国
の
店
舗
に
あ
る
レ
ジ
カ
ウ
ン
タ
ー
に
「
毛
布
一

枚
、
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
一
箱
、
な
ん
で
も
い
い
か

ら
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
」と
呼
び
か
け
る
な
ど
、

社
を
挙
げ
て
被
災
地
支
援
を
行
っ
た
そ
う
で
す
。

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
を
契
機
に
開
発
し
た
、
普

段
は
座
布
団

と
し
て
、
緊

急
時
は
救
命

胴
衣
と
し
て

利
用
で
き

る
、「
浮
く
っ

し
ょ
ん
」
の

開
発
秘
話
に
つ
い
て
も
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

次
に
、
清
水
建
設
株
式
会
社
主
任
研
究
員
の
長

谷
部
雅
伸
さ
ん
よ
り
、「
津
波
防
災
に
関
す
る
最

新
技
術
」
に
つ
い
て
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
平
面

的
で
は
な
く
、
立
体
感
を
持
っ
た
三
次
元
的
な
計

算
手
法
を
用
い
た
「
三
次
元
津
波
遡
上
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
」
や
東
日
本
大
震
災
を
受
け
て
設
計

し
た
「
津
波
Ｂ
Ｃ
Ｐ
ビ
ル
」、
津
波
に
強
い
町
づ

く
り
の
新
た
な
提
案
「
グ
リ
ー
ン
マ
ウ
ン
ド
」
と

い
っ
た
最
新
技
術
の
ご
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
日
の
締
め
く
く
り
と
し
て
、
フ
リ
ー
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
の
生
島
ヒ
ロ
シ
さ
ん
よ
り
、
防
災
士
資

格
を
取
得
す
る
こ
と
に
な
っ
た
き
っ
か
け
や
東
日

本
大
震
災
に

お
け
る
ご
自

身
の
体
験
談

に
つ
い
て
ご

講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。

津波防災の日

昨年６月、津波による被害から

国民の生命、身体及び財産を保

護することを目的とする「津波

対策の推進に関する法律」が制

定されました。この法律におい

て、11月５日は「津波防災の日」

と定められ、国及び地方公共団

体は、その趣旨にふさわしい行

事を実施することとされました。
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防災の動き
Disaster Management News

津波防災の日講演会2012

崎山光一さん目黒公郎さん

11 月 5 日に、ベルサール神保町（東京都千代田区）にて、津波防災の日講演会 2012 が開催されました。

辰野勇さん長谷部雅伸さん

生島ヒロシさん



ぼ う さ い      冬 号  ( 第 69 号 )

平
成
23
年
度
の
大
雪

平
成
23
年
12
月
下
旬
か
ら
、

日
本
海
側
を
中
心
と
し
て
記
録

的
な
大
雪
と
な
り
ま
し
た
。
全

国
の
累
積
降
雪
量
で
は
、「
平
成

18
年
豪
雪
」
ま
で
に
は
至
っ
て

い
な
い
も
の
の
、
過
去
５
年
間

の
平
均
を
28
％
上
回
り
ま
し
た
。

こ
の
大
雪
に
よ
り
、
屋
根
の

雪
下
ろ
し
や
除
雪
作
業
中
の
事

故
等
に
よ
り
、
死
者
１
３
４
名
、

負
傷
者
１
９
９
１
名
の
人
的
被

害
が
発
生
し
た
ほ
か
、
住
家
全

壊
12
棟
、
住
家
半
壊
10
棟
、
住

家
一
部
破
損
６
７
１
棟
等
の
物

的
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
等

の
損
壊
や
リ
ン
ゴ
の
枝
折
れ
、

野
菜
の
損
傷
等
の
農
林
水
産
関

係
の
被
害
、
断
水
、
交
通
障
害

等
が
発
生
し
ま
し
た
。（
10
月
10

日
現
在
）

５
月
に
発
生
し
た
突
風
等
に
よ
る
被
害

５
月
６
日
は
、
東
海
地
方
か
ら
東
北
地
方
に
か
け

て
大
気
の
状
態
が
非
常
に
不
安
定
と
な
り
、
落
雷
や

突
風
、
降
ひ
ょ
う
を
伴
う
発
達
し
た
積
乱
雲
が
発
生

し
ま
し
た
。
特
に
、
茨
城
県
つ
く
ば
市
付
近
に
お
い

て
は
風
速
が
毎
秒
70
～
92
ｍ
に
達
す
る
と
推
定
さ
れ

る
竜
巻
（
藤
田
ス
ケ
ー
ル
※

の
F
3
）
が
発
生
し
、
ま

た
、
栃
木
県
真
岡
市
か
ら
茨
城
県
常
陸
大
宮
市
に
か

け
て
の
地
域
に
お
い
て
は
風
速
が
毎
秒
33
～
69
ｍ
に

達
す
る
と
推
定
さ
れ
る
竜
巻
（
藤
田
ス
ケ
ー
ル
の

F
1
～
F
2
）
が
、
茨
城
県
筑
西
市
付
近
に
お
い
て

は
風
速
が
毎
秒
33
～
49
ｍ
に
達
す
る
と
推
定
さ
れ
る

竜
巻
（
藤
田
ス
ケ
ー
ル
の
F
1
）
が
発
生
し
ま
し
た
。

こ
の
災
害
に
よ
り
、
死
者
３
名
、
負
傷
者
59
名
の

人
的
被
害
が
発
生
し
た
ほ
か
、
住
家
全
壊
89
棟
、
住

家
半
壊
１
９
７
棟
な
ど
住
家
・
非
住
家
合
計
で
１
９

０
０
棟
を
超
え
る
物
的
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
等
の
損
壊
や
農
作
物
の

損
傷
等
の
農
林
水
産
関
係
被
害
や
文
教
施
設
等
の
被

害
が
発
生
し
ま
し
た
。（
６
月
13
日
現
在
）
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国内災害

平
成
24
年
の
災
害
を
振
り
返
る

災害報告
Disaster Report

雪下ろしの様子（新潟県上越市）
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梅
雨
期
に
お
け
る
被
害

本
年
は
、
沖
縄
と
奄
美
地
方
が
５
月
13
日
頃
に
梅

雨
入
り
し
、
６
月
９
日
頃
ま
で
に
は
中
国
か
ら
東
北

地
方
北
部
ま
で
が
梅
雨
入
り
し
ま
し
た
。
梅
雨
期
の

降
水
量
は
、
東
北
地
方
と
北
陸
地
方
で
少
な
く
、
関

東
甲
信
地
方
、
東
海
地
方
、
中
国
地
方
で
平
年
並
だ
っ

た
一
方
、
他
の
地
方
は
多
く
、
特
に
奄
美
地
方
、
九

州
南
部
、
四
国
地
方
で
は
か
な
り
多
く
の
降
水
量
が

観
測
さ
れ
ま
し
た
。

７
月
11
日
か
ら
14
日
に
か
け
て
は
、
本
州
付
近
で

停
滞
し
た
梅
雨
前
線
に
向
か
っ
て
南
か
ら
湿
っ
た
空

気
が
流
れ
込
み
、
西
日
本
か
ら
東
日
本
に
か
け
て
の

広
い
範
囲
で
大
雨
と
な
り
、
と
り
わ
け
、
熊
本
県
と

大
分
県
を
中
心
に
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

よ
う
な
大
雨
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
大
雨
に
よ
り
、

筑
後
川
水
系
花
月
川
や
矢
部
川
水
系
矢
部
川
で
の
堤

防
決
壊
、
多
数
の
土
砂
災
害
の
発
生
な
ど
に
よ
り
多

く
の
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
。気

象
庁
は
、
７
月
11
日
か

ら
14
日
に
九
州
北
部
地
方
で

発
生
し
た
豪
雨
に
つ
い
て
、

「
平
成
24
年
７
月
九
州
北
部

豪
雨
」
と
命
名
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
梅
雨
期
の
大
雨

に
よ
り
、
死
者
32
名
、
行
方

不
明
者
３
名
、
重
傷
者
14
名
、

軽
傷
者
99
名
の
人
的
被
害
が

発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、
全

壊
３
６
６
棟
、
半
壊
１
５
１

０
棟
、
一
部
破
損
４
４
４
棟
、

床
上
浸
水
３
４
９
３
棟
、
床

下
浸
水
１
万
８
９
８
棟
の
住

家
被
害
の
ほ
か
、
ビ
ニ
ー
ル

ハ
ウ
ス
等
の
損
壊
や
農
作
物

の
冠
水
等
の
農
林
水
産
関
係

の
被
害
、
文
教
施
設
の
被
害

等
が
発
生
し
ま
し
た
。（
８

月
10
日
現
在
）

※
藤
田
ス
ケ
ー
ル
（
Ｆ
ス
ケ
ー
ル
）

竜
巻
な
ど
の
激
し
い
突
風
を
も
た
ら
す
現
象
は
、
既
存
の

風
速
計
か
ら
風
速
の
実
測
値
を
得
る
こ
と
は
困
難
で
す
。
こ
の

た
め
、１
９
７
１
年
に
シ
カ
ゴ
大
学
の
藤
田
哲
也
博
士
に
よ
り
、

竜
巻
や
ダ
ウ
ン
バ
ー
ス
ト
な
ど
の
突
風
に
よ
り
発
生
し
た
被
害

の
状
況
か
ら
風
速
を
大
ま
か
に
推
定
す
る
た
め
に
考
案
さ
れ
た

竜
巻
の
強
さ
の
指
標
で
す
。

詳
細
は
、
左
記
の
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

http://w
w
w
.jm
a.go.jp/jm

a/kishou/know
/toppuu/

tornado1-5.htm
l
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竜巻による被災現場（茨城県つくば市北条地区）

梅雨期の大雨による被災現場（熊本県阿蘇市三野地区）
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東
日
本
大
震
災
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け
た

宮
城
県
石
巻
市
。
そ
の
石
巻
市
を
中
心
に
、
編
み
物

を
通
じ
た
被
災
地
支
援
活
動
を
行
う
「
編
み
物
や
っ

ぺ
！
ス
マ
イ
ル
ニ
ッ
ト
倶
楽
部
」
は
、
震
災
直
後
か

ら
救
援
活
動
を
続
け
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
フ
ェ
ア

ト
レ
ー
ド
東
北
」（
Ｆ
Ｔ
Ｔ
）
の
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

物
資
募
集
を
担
当
し
て
い
た
神
奈
川
県
の
佐
藤
さ
ん

と
、
物
資
提
供
の
支
援
を
さ
れ
て
い
た
各
地
の
有
志

の
方
た
ち
が
立
ち
上
げ
た
団
体
で
す
。

狭
い
避
難
所
な
ど
で
、
じ
っ
と
し
て
い
る
こ
と

が
多
く
な
っ
た
高
齢
者
の
体
調
悪
化
と
積
み
重
な
る

ス
ト
レ
ス
を
気
遣
う
Ｆ
Ｔ
Ｔ
の
現
地
ス
タ
ッ
フ
の
声

に
、「
少
し
だ
け
で
も
息
抜
き
で
き
る
時
間
を
提
供

で
き
た
ら
」
と
選
ば
れ
た
ツ
ー
ル
が
〝
編
み
物
〟。

「
避
難
所
な
ど
、
一
人
あ
た
り
の
ス
ペ
ー
ス
が
ご

く
限
ら
れ
た
場
所
で
も
出
来
そ
う
だ
と
い
う
こ
と
で

思
い
つ
い
た
の
が
編
み
物
で
し
た
」
と
語
る
佐
藤
さ

ん
。仮

設
住
宅
の
集
会
所
で
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら

編
み
物
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
交
流
の
場
と
し
て
「
編

み
物
お
茶
っ
こ
飲
み
」
が
、
昨
年
7
月
か
ら
ほ
ぼ
月

1
回
の
ペ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。「
参
加
し

た
皆
さ
ん
か
ら
『
夢
中
で
編
み
ま
し
た
』『
こ
ん
な

楽
し
い
時
間
は
久
し
ぶ
り
』
と
喜
び
の
声
が
た
く
さ

16

編み物やっぺ！

スマイルニット倶楽部

Active 
Human  
List 12

こ
の
見
事
に
カ
ワ
イ
イ
物
体
、

実
は
〝
た
わ
し
〟
な
ん
で
す
。

被
災
地
の
編
み
手
さ
ん
制
作
の

「
ス
イ
ー
ツ
エ
コ
た
わ
し
」
は

ド
ー
ナ
ツ
型
の
ア
ク
リ
ル
た
わ
し
。

ひ
と
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
編
ま
れ
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
添
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

スマイルニット倶楽部（発起人・会長：佐藤綾子さん）●スマイルニット倶楽部は、
2011 年 5 月に設立されたボランティア団体。現在、宮城県石巻市・名取市の仮設住宅の
集会所で「編み物」によるレクリエーション「編み物お茶っこ飲み」の開催等の活動を実
施中。「編み物やっぺ！」を合言葉に、編み物で被災地に笑顔を増やそうと長期的支援に
取り組んでいる（http://smile-knit.com/）。

宮城県石巻市にある仮設団地の集
会所で開催された「編み物お茶っ
こ飲み」。中央は、スマイルニッ
ト倶楽部会長の佐藤綾子さん

スマイルニット倶楽部オリジナル
の「スイーツエコたわし」

被災地に笑顔を増やそう
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ん
届
き
ま
す
」

心
配
ご
と
や
不
安
の
多
い
被
災
者
の

方
々
に
と
っ
て
、
編
み
針
を
動
か
し
て

い
る
間
は
、
日
常
の
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を

忘
れ
て
集
中
で
き
る
貴
重
な
時
間
。
会

の
後
に
は
前
向
き
な
言
葉
が
多
く
聞
か

れ
、
精
神
衛
生
上
も
非
常
に
よ
い
影
響

が
あ
る
こ
と
を
倶
楽
部
の
皆
さ
ん
も
実

感
さ
れ
る
そ
う
で
す
。
編
み
物
初
心
者

の
方
か
ら
、
講
師
の
先
生
を
手
伝
わ
れ

る
ほ
ど
上
手
な
方
、そ
し
て
〝
お
茶
っ
こ
〟

し
な
が
ら
の
お
し
ゃ
べ
り
に
寄
る
方
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
な
方
が
参
加
さ
れ
、

「
ど
な
た
も
帰
る
と
き
に
は
素
敵
な
笑

顔
を
見
せ
て
く
だ
さ
い
ま
す
」

ス
マ
イ
ル
ニ
ッ
ト
倶
楽
部
は
被
災
地

在
住
の
編
み
手
さ
ん
の
作
品
を
、
オ
ン

ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
や
協
力
さ
れ
て
い
る

全
国
各
地
の
お
店
な
ど
で
販
売
し
て
い

ま
す
。
倶
楽
部
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
「
ス
イ
ー

ツ
エ
コ
た
わ
し
」
は
大
変
好
評
で
、
11

月
ま
で
に
5

千
個
以
上
が

販
売
さ
れ
、

そ
の
利
益
は

編
み
手
さ
ん

の
賃
金
や
被

災
地
で
の

「
お
茶
っ
こ
」

開
催
な
ど
の

支
援
活
動
に

あ
て
ら
れ
て

い
ま
す
。

「
編
み
手

さ
ん
達
に

作
っ
て
い
た

だ
い
た
素
朴

な
た
わ
し
と

手
書
き
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

に
は
、
手
に

取
っ
た
人
に

被
災
地
へ
と
想
い
を
め
ぐ
ら
せ
、
自
ら

の
防
災
の
備
え
や
生
活
を
見
直
す
機
会

を
与
え
る
力
が
あ
る
よ
う
で
す
」

佐
藤
さ
ん
達
が
想
像
し
て
い
た
以
上

に
、
全
国
へ
直
接
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信

す
る
強
力
な
ツ
ー
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
仕
事
な
ど
で
「
お
茶
っ
こ
」

に
参
加
で
き
な
い
方
に
、
毛
糸
や
道
具

な
ど
の
「
編
み
物
セ
ッ
ト
」
を
届
け
る

活
動
も
さ
れ
、
こ
ち
ら
も
大
変
喜
ば
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。

倶
楽
部
に
は
編
み
物
の
レ
ベ
ル
や
職

業
、
年
齢
も
さ
ま
ざ
ま
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
忙
し
い
日

常
を
送
り
な
が
ら
も
献
身
的
に
関
わ
っ

て
い
ま
す
。

ス
タ
ー
ト
か
ら
1
年
半
以
上
が
経
過

し
た
な
か
で
、
発
足
当
初
に
行
っ
て
い

た
被
災
地
へ
の
防
寒
具
な
ど
の
編
み
物

プ
レ
ゼ
ン
ト
は
、
充
足
し
た
と
の
現
地

の
声
を
受
け
て
終
了
す
る
な
ど
、
倶
楽

部
の
活
動
に
変
化
が
あ
る
の
は
、
そ
の

時
々
の
被
災
地
の
状
況
や
、
現
地
の
皆

さ
ん
の
気
持
ち
に
そ
っ
て
活
動
の
重
点

や
内
容
を
変
え
て
こ
ら
れ
て
い
る
か
ら

で
す
。
こ
の
柔
軟
さ
は
、
メ
ン
バ
ー
の

き
め
細
や
か
な
気
配
り
の
表
れ
で
し
ょ

う
。「

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
お
手
伝
い
に

伺
う
我
々
は
、
現
地
の
皆
さ
ん
の
声
に

耳
を
傾
け
な
が
ら
、
ひ
と
り
ひ
と
り
が

置
か
れ
た
環
境
や
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
て

お
手
伝
い
を
し
て
い
く
こ
と
が
、〝
支
援

の
ミ
ス
マ
ッ
チ
〟
を
招
か
な
い
た
め
に

も
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
」
と
佐
藤
さ
ん
は
考
え
て
い

ま
す
。

（
写
真
提
供
　スマ

イ
ル
ニ
ッ
ト
倶
楽
部
）
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老若男女誰でも気軽に参加でき、自分のペースで編み物が楽しめる交流の場「編み物お茶っ
こ飲み」。「ちょっとおしゃべりに」と立ち寄ってくださる方も大歓迎

一緒に編むことで男性にも参加しやすい雰囲気を作ろうと＂ニット男子部＂が発足。「編
み物お茶っこ飲み」の会場を “ 男でいっぱい！ ” にすることを目標に頑張っております

●その他の展開
＂編み物で支援したい＂と

の思いを持つ方々と被災地
の 方 々 を 結 び つ け る プ ロ
ジェクト「つなぐバッグ」。
全国の編み物上手の方が編
んだ素材を、被災地の方が
編んだものと現地ではぎあ
わせてバッグを制作、仕様・
デザインは錦小路ナンシー
さん。チャリティー作品と
して販売する予定です。
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桜
島
大
正
噴
火
は
、
明
治
末
期
か
ら
大
正
初

期
に
か
け
て
、
日
置
地
震
（
１
９
１
３
年
）

や
霧
島
御
鉢
噴
火
（
１
９
１
３
年
）
な
ど
、
南
九

州
一
帯
で
地
震
や
噴
火
が
相
継
ぎ
、
地
学
的
な
活

動
期
に
発
生
し
た
。

現
在
も
２
０
１
１
年
１
月
霧
島
山
新
燃
岳
が
３

０
０
年
ぶ
り
に
噴
火
し
、
ま
た
、
同
年
12
月
奄
美

近
海
地
震
が
発
生
、
徳
之
島
で
は
震
度
４
で
あ
っ

た
。
２
０
１
２
年
桜
島
昭
和
火
口
の
爆
発
回
数
は

観
測
記
録
を
更
新
し
つ
つ
あ
る
。

桜
島
の
マ
グ
マ
は
大
正
噴
火
時
の
９
割
が
た
回

復
し
て
い
る
と
い
う
。
時
あ
た
か
も
２
０
１
４
年

に
は
大
正
噴
火
百
周
年
を
迎
え
る
。
ま
た
、
東
北

地
方
太
平
洋
沖
地
震
で
日
本
列
島
の
力
の
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
、
南
海
ト
ラ
フ
の
連
動
型
超
巨
大
地
震

や
富
士
山
噴
火
な
ど
が
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
る
。

二
十
世
紀
最
大
の
火
山
噴
火
で
あ
っ
た
桜
島
大
正

噴
火
の
事
例
を
知
っ
て
お
く
こ
と
は
今
後
の
教
訓

と
し
て
役
立
つ
だ
ろ
う
。

１
９
１
４
年
正
月
前
後
、
桜
島
周
辺
で
は
井
戸

水
の
水
位
低
下
、
温
泉
湧
出
、
頻
繁

な
有
感
地
震
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
前

兆
現
象
が
起
き
て
い
た
。
島
民
は
異

常
現
象
に
不
安
を
募
ら
せ
自
主
避
難

を
始
め
た
が
、鹿
児
島
測
候
所
は「
桜

島
に
噴
火
の
恐
れ
な
し
」
と
言
い
続

け
た
。
し
か
し
、
１
月
12
日
午
前
10

時
過
ぎ
、
西
山
腹
の
引
ノ
平
か
ら
、

そ
の
約
10
分
後
東
山
腹
の
鍋
山
上
方

か
ら
噴
火
が
始
ま
っ
た
。
轟
音
を
伴

い
な
が
ら
猛
烈
な
黒
煙
を
噴
き
上
げ

て
全
島
を
覆
い
、
そ
の
高
さ
は
数
千

ｍ
に
も
達
し
た
。
同
日
午
後
６
時
半
に
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
７
・
１
の
直
下
型
地
震
も
発
生
、
激
し

い
噴
火
活
動
は
約
１
日
半
続
き
、
13
日
午
後
８
時

過
ぎ
に
は
溶
岩
を
流
出
し
始
め
た
。
西
山
腹
か
ら

流
出
し
た
溶
岩
は
15
日
に
は
海
岸
線
に
到
達
、
や

が
て
沖
合
約
５
０
０
ｍ
に
あ
っ
た
烏
島
を
埋
没
し

て
し
ま
っ
た
。
東
山
腹
か
ら
流
出
し
た
溶
岩
は
瀬

戸
海
峡
を
埋
め
尽
く
し
、
１
月
末
頃
に
は
大
隅
半

島
と
陸
続
き
に
な
っ
た
。
西
山
腹
の
活
動
は
約

２
ヶ
月
で
終
息
し
た
が
、
東
山
腹
の
活
動
は
翌
年

の
春
ま
で
続
い
た
。
ま
た
、
噴
火
に
伴
い
、
姶
良
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1914年1月

桜島大正噴火
過
去
の

災
害
に

学
ぶ
35

桜
島
大
正
噴
火
は
、
二
十
世
紀
わ
が
国
が
経
験
し
た
最
大
の
火
山
災
害
。

当
時
、
休
火
山
と
思
わ
れ
安
心
し
て
い
た
と
こ
ろ
に
突
然
の
大
噴
火
、
地
震
も
伴
い
、
大
混
乱
に
陥
っ
た
。

溶
岩
や
分
厚
い
火
山
灰
・
軽
石
に
覆
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
は
、
住
民
が
故
郷
を
捨
て
て
移
住
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

今
回
は
噴
火
の
概
要
と
土
石
流
な
ど
二
次
災
害
を
含
む
災
害
実
態
に
つ
い
て
述
べ
、
次
回
は
避
難
と
移
住
・

復
興
に
つ
い
て
述
べ
る
。

桜
島
大
正
噴
火
の
経
過
と
災
害

1914 年 1 月 12 日の桜島大正噴火の様子
（鹿児島県立博物館　所蔵）

大隅半島と接続する寸前の大正溶岩（宮原景豊　撮影）
（鹿児島県立博物館　所蔵）

そ
の

1
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カ
ル
デ
ラ
を
中
心
に
地
盤
の
沈
降
も
発
生
、
鹿
児

島
湾
奥
部
で
は
数
十
㎝
も
地
盤
沈
下
し
、
塩
田
や

干
拓
地
が
水
没
す
る
被
害
も
出
し
た
。

桜
島
大
正
噴
火
は
溶
岩
流
出
が
大
変
有
名
だ

が
、
降
灰
量
も
莫
大
で
、
西
風
に
乗
っ
て
広
く
大

隅
半
島
を
覆
い
、
遠
く
は
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
ま
で
火

山
灰
が
到
達
し
た
と
い
う
。
噴
出
し
た
火
山
灰
・

軽
石
・
溶
岩
の
総
量
は
約
２
立
方
㎞
と
見
積
も
ら

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
雲
仙
普
賢
岳
噴
火
の
約
10

倍
、
富
士
山
貞
観
噴
火
と
宝
永
噴
火
を
合
わ
せ
た

量
に
ほ
ぼ
匹
敵
す
る
。降
灰
の
厚
さ
も
牛
根
村（
現

垂
水
市
）
付
近
で
は
１
ｍ
に
も
達
し
て
お
り
、
大

隅
半
島
最
高
峰
の
高
隅
山
で
数
十
㎝
積
も
っ
た
こ

と
か
ら
、
植
生
は
破
壊
さ
れ
、
山
地
は
荒
廃
、
こ

こ
を
源
流
と
す
る
河
川
で
は
、
そ
の
後
十
年
近
く

土
石
流
や
洪
水
な
ど
に
悩
ま
さ
れ
た
。

当
時
、
桜
島
島
内
の
人
口
は
３
１
０
０
戸
、
約

２
万
１
３
０
０
人
だ
っ
た
が
、
大
部
分
自
主
避
難

し
て
い
た
た
め
、
島
民
の
死
者
・
行
方
不
明
者
数

は
30
名
に
と
ど
ま
っ
た
。
そ
の
う
ち
、
火
山
噴
出

物
に
よ
る
直
接
の
被
害
者
は
数
名
で
、
多
く
は
対

岸
ま
で
泳
ご
う
と
し
て
冬
の
海
で
溺
死
し
た
人
た

ち
で
あ
る
。
一
方
、
対
岸
の
鹿
児
島
市
（
当
時
の

人
口
約
７
万
３
０
０
０
人
）
方
面
で
は
噴
火
の
被

害
は
な
か
っ
た
が
、
地
震
で
29
名
の
犠
牲
者
を
出

し
た
。そ
の
中
に
は
避
難
途
中
、が
け
崩
れ
に
よ
っ

て
亡
く
な
っ
た
人
９
名
が
含
ま
れ
て
い
る
。
石
塀

や
家
屋
の
倒
壊
に
よ
る
犠
牲
者
も
多
い
。

物
的
被
害
も
甚
大
だ
っ
た
。
多
く
の
集
落
が
溶

岩
に
呑
み
込
ま
れ
た
り
、
厚
い
降
灰
に
覆
わ
れ
た

り
し
て
、
次
回
述
べ
る
よ
う
に
移
住
せ
ざ
る
を
得

な
く
な
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
溶
岩
や
熱
い
噴
石
に

よ
っ
て
焼
失
し
た
家
屋
も
あ
る
。
桜
島
島
内
全
戸

数
の
実
に
62
％
が
被
災
し
て
い
る
。
島
内
だ
け
で

な
く
、
厚
い
降
灰
に
覆
わ
れ
た
牛
根
村
や
百
引
村

（
現
鹿
屋
市
）
の
人
た
ち
も
含
め
、
罹
災
者
数
は

約
２
万
人
に
の
ぼ
る
。
降
灰
に
覆
わ
れ
た
と
こ
ろ

に
２
月
、
３
月
と
無
情
の
雨
が
降
り
注
ぎ
、
土
石

流
が
頻
発
、
田
畑
を
埋
め
、
家
屋
を
押
し
流
し
た
。

こ
の
土
石
流
の
た
め
避
難
先
で
亡
く
な
っ
た
子
供

が
３
人
い
る
。
降
灰
が
谷
筋
を
埋
め
て
河
床
が
上

が
り
水
害
も
頻
発
し
た
。
堤
防
や
堰
を
改
修
し
て

は
壊
さ
れ
、
賽
の
河
原
の
繰
り
返
し
だ
っ
た
と
い

う
。
当
時
の
基
幹
産
業
だ
っ
た
農
業
に
対
す
る
影

響
は
致
命
的
で
、
主
要
作
物
で
あ
る
麦
・
茶
・
タ

バ
コ
・
桑
（
養
蚕
）
な
ど
は
大
打
撃
を
受
け
た
。

移
住
ま
で
至
ら

な
か
っ
た
と
こ

ろ
で
も
、
軽
石

層
を
下
に
埋
め

込
み
耕
土
を
表

面
に
出
す
「
天

地
返
し
」
を
行

わ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
。ま
た
、

遠
方
で
は
火
山

灰
層
の
厚
さ
は

薄
く
て
も
、
粒

子
が
細
か
い
た

め
、
水
で
湿
る

と
モ
ル
タ
ル
状

に
な
っ
て
、
植

物
の
根
が
入
ら

ず
生
長
を
阻
害

し
た
と
い
う
。

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
災
害
も
あ
っ
た
。
地
震
で
鉄
道

は
不
通
に
な
り
、
土
石
流
で
橋
も
流
さ
れ
た
。
電

信
電
話
も
局
舎
の
倒
壊
や
、
降
灰
に
よ
る
碍
子
の

漏
電
な
ど
で
不
通
と
な
っ
た
。
新
聞
社
社
屋
も
損

壊
、
情
報
が
途
絶
え
て
デ
マ
が
蔓
延
す
る
原
因
に

も
な
っ
た
。

ま
た
、
長
期
に
わ
た
る
不
衛
生
な
避
難
生
活
と

水
源
の
汚
染
に
よ
り
赤
痢
・
腸
チ
フ
ス
な
ど
伝
染

病
が
蔓
延
、
そ
の
死
者
数
は
火
山
・
地
震
災
害
や

土
砂
災
害
の
犠
牲
者
数
を
上
回
る
。

岩
松
暉
（
鹿
児
島
大
学
地
域
防
災
教
育
研
究
セ
ン

タ
ー
特
任
教
授
）
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大正三年桜島火山降灰礫分布図（金井 , 1920）のリライト
（鹿児島地図センター作成）（部分）

単位：尺
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Q生
活
す
る
こ
と
を
目
的
に

建
て
ら
れ
て
い
な
い
体

育
館
等
の
施
設
で
は
、

避
難
所
に
な
っ
た
場
合
、
底
冷
え
す

る
床
で
寝
ら
れ
な
い
、
集
団
感
染
し

や
す
い
、
自
炊
の
設
備
が
な
い
、
ト

イ
レ
の
数
が
足
り
な
い
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
保
て
な
い
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
な
っ
て
い
な
い
な
ど
様
々
な
問
題
が

発
生
し
ま
す
。

避
難
所
体
験
と
し
て
体
育
館
で
寝
泊
ま
り
す
る
機
会

を
つ
く
り
、
地
域
住
民
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
事
前
に

ど
の
よ
う
な
備
え
や
配
慮
が
必
要
か
を
考
え
ま
し
ょ

う
。
避
難
所
運
営
者
に
す
べ
て
の
問
題
解
決
を
求
め
る

の
で
は
な
く
、
個
人
で
も
自
分
で
解
決
し
よ
う
と
い
う

姿
勢
が
重
要
で
す
。

さ
て
、
被
災
地
で
も
性
犯
罪
や
子
ど
も
の
連
れ
去
り
、

窃
盗
等
が
発
生
し
ま
す
。
避
難
所
の
室
内
や
ト
イ
レ
で

は
犯
罪
抑
制
の
巡
回
、
啓
発
チ
ラ
シ
の
掲
示
、
口
頭
で

の
呼
び
か
け
、
照
明
の
確
保
な
ど
を
避
難
所
立
ち
上
げ

の
タ
イ
ミ
ン
グ
か
ら
行
い
ま
し
ょ
う
。
重
要
書
類
や
貴

重
品
は
、
実
家
や
親
類
に
預
か
っ
て
も
ら
う
、
銀
行
の

貸
金
庫
を
利
用
す
る
な
ど
避
難
所
に
置
か
な
い
よ
う
に

し
ま
す
。
日
中
で
も
夜

間
で
も
一
人
歩
き
は
せ

ず
、
外
出
時
は
防
犯
ブ

ザ
ー
を
携
帯
し
ま
し
ょ

う
。
物
資
の
配
布
は
、

生
理
用
品
や
下
着
な
ど

デ
リ
ケ
ー
ト
な
問
題
に

対
処
で
き
る
女
性
が
適

任
で
す
。

ト
ラ
ブ
ル
の
少
な
い

避
難
所
は
男
性
と
女
性

の
リ
ー
ダ
ー
を
配
置
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

着
替
え
や
お
む
つ
替

え
、下
着
を
干
す
場
所
、

寝
る
場
所
の
配
慮
な
ど

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
意
見
交
換
が
で
き
る
環
境
を
つ

く
り
、
快
適
に
安
全
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

20

もし、一日前に戻れたら…

命を救ったご近所づきあい
～改めて実感するお付きあいの大切さ～
 （50 代　男性）

このあたりの地域性なのかもしれませんが、こ
のあたりでは顔見知りがほとんどです。今回の豪
雪でも、日ごろのおつきあいのおかげで、尊い命
が救われました。
ある人が、近所のお宅の前を通りかかったとこ
ろ、軽トラックのライトがつきっぱなしになって

いるのを見つけたんです。「ここの人は、そんな
ことをする人じゃないけれどもなぁ？」と思い、
様子を見に行ったところ、なんと家の人が屋根か
ら落ちてきた雪に埋もれていました。すでに低体
温症に陥っていたそうです。気づかれなければ、
亡くなっていたと思います。顔が見えるおつきあ
いの大切さを、あらためて実感させられる出来事
でした。

シリーズ

被災者の実体験を聞く事ができる『一日前プロジェクト』は下記HPでも見ることが出来ます。家庭はもちろん、地域や職場等、
さまざまな話が掲載されていますので、企業の「社内報」や地域での「広報」に幅広く活用してください。

http://www.bousai.go.jp/km/imp/

避難生活を快適に、
安全に過ごすための

対策を教えてください。

防
災 

Q
&
A

危
機
管
理
教
育
研
究
所
　
危
機
管
理
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

国
崎
　
信
江
（
く
に
ざ
き
・
の
ぶ
え
）

阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
機
に
、
女
性
の
視
点
を
生
か
し
て
自
然
災
害
か
ら
子
ど
も
を
守

る
た
め
の
研
究
を
始
め
る
。
防
災
・
防
犯
関
連
の
著
作
、
講
演
の
ほ
か
、
内
閣
府
・
文

部
科
学
省
な
ど
多
く
の
防
災
関
連
の
専
門
委
員
も
務
め
て
い
る
。

A

「一日前プロジェクト」　第 24回

山陰地方の大雪（平成 22 年 12 月～ 23 年 1月）

イラスト：井塚 剛

男女両方のリーダーを
配置し、それぞれの
立場から意見交換できる
環境をつくりましょう。
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地震の際には、オフィス内のあらゆる物が凶器に
なりかねません。重たいコピー機、スチール

製の書庫、金庫やロッカーが横倒しになった光景は
ニュース映像で何度も流れています。これらの転倒・
落下・移動の防止対策は、働く人々や居合わせた来
客の身の安全を守るとともに、データや書類といっ
た会社の経営資源を守ることにつながります。

●家具や什器の配置
　オフィス家具を室内の中央に置き、間仕切りとし
ているレイアウトは、何処のオフィスでも見かけま
すが、この場合、固定されているのは床に限られます。
大型の物は壁に沿って配置し、床・壁に固定しましょ
う。

●固定している壁は大丈夫ですか？
　家具や什器を固定しても、その壁が構造体（鉄骨、
コンクリート壁）に結合されていない間仕切り壁や
石膏ボードの場合、家具を支える強度が不十分です。
内装構造を確認しておきましょう。

●天井や床の強度は充分ですか？
　家具や背の高い棚を天井と固定していても釣り天
井では、地震の揺れで破損・落下し危険です。
　また、現在のビルの多くはＯＡフロアになってい
るため、床パネルへの固定だけでは強度が不足して
います。直接床スラブに固定するか、補強材を追加
しましょう。

●壁に付けられない家具や机
　家具や什器が壁に付けられない場合は、なるべく
高さを抑え、背中合わせ・左右で連結し、避難誘導
灯がどこからでも見えるよう配置しましょう。また、
机も互いに連結し、安定させましょう。

●あなたのデスクまわりは安全ですか？
　普段使っている場所の周辺には、なるべく背の低
い家具を使用し、またその家具の上に物を置かない
ようにしましょう。
　ＯＡ機器はデスク等へ固定し、デスクの下には物
を置かないようにしましょう。いざという時に隠れ
ることができないだけでなく、負傷の原因になりま
す。

●避難経路を確保しましょう
　避難通路、出入口周辺は常日頃から整理整頓し、
転倒、移動しやすい家具を置かないよう、また、パー
テーションやホワイトボードのような大きく不安定
な備品や什器は固定しておきましょう。
　万が一のことがあっても、避難経路は塞がれない
ようにしておきましょう。
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第3回 　あなたのオフィスは安全ですか？

やってみよう！
防災対策

～家具類を固定して経営資源を守りましょう
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「
や

さ
し
い
日
本
語
」
有
志
の
会
（
以
下
、

有
志
の
会
）
は
、
事
務
局
を
務
め
る
杉

本
篤
子
さ
ん
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
日
本
語

教
師
の
有
志
が
集
ま
っ
て
京
都
に
設
立
さ
れ
た
。

会
の
名
称
に
も
な
っ
て
い
る
「
や
さ
し
い
日
本
語
」

と
は
、
弘
前
大
学
の
言
語
学
研
究
者
を
中
心
に
研
究
が

す
す
め
ら
れ
て
い
る
〝
外
国
人
に
も
わ
か
り
や
す
い
日

本
語
〞
の
こ
と
で
、
日
常
会
話
で
使
わ
れ
る
日
本
語
よ

り
も
、
さ
ら
に
簡
単
な
用
語
や
単
純
な
文
章
構
造
が
用

い
ら
れ
て
い
る
。例
え
ば
、災
害
時
に
よ
く
使
わ
れ
る「
避

難
す
る
」
あ
る
い
は
「
安
否
確
認
」
は
、そ
れ
ぞ
れ
「
逃

げ
て
く
だ
さ
い
」、「
大
丈
夫
か
ど
う
か
聞
く
、
調
べ
る
」

と
い
っ
た
「
や
さ
し
い
日
本
語
」
に
言
い
換
え
る
こ
と

が
で
き
る
。

「
こ
の
よ
う
な
『
や
さ
し
い
日
本
語
』
の
コ
ン
セ
プ

ト
は
、
日
本
語
を
勉
強
中
の
外
国
人
に
言
葉
を
教
え
る

ノ
ウ
ハ
ウ
と
非
常
に
よ
く
似
て
い
る
の
で
、
日
本
語
教

師
に
は
わ
か
り
や
す
い
ん
で
す
」
と
杉
本
さ
ん
は
言
う
。

日
本
語
教
室
に
通
っ
て
く
る
外
国
籍
住
民
か
ら
「
防

災
に
つ
い
て
あ
ま
り
知
識
が
な
く
、
準
備
を
し
て
い
な

い
」
と
い
う
話
を
聞
い
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、是
非
「
や

さ
し
い
日
本
語
」
に
よ
る
外
国
人
の
た
め
の
防
災
教
育

を
広
め
よ
う
と
、
杉
本
さ
ん
ら
は
２
０
０
９
年
か
ら
本

格
的
な
活
動
を
開
始
し
た
。

日
本
人
は
、「
外
国
人
に
は
英
語
で
対
応
し
な
け
れ

ば
」
と
考
え
が
ち
だ
が
、
外
国
人
の
中
に
は
、
英
語
が

分
か
ら
な
い
人
も
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
日
本
語
を
勉

強
し
て
い
て
、
ひ
ら
が
な
や
簡
単
な
日
本
語
な
ら
理
解

で
き
る
外
国
人
も
い
る
。

「
言
葉
が
理
解
で
き
れ
ば
、
外
国
人
も
日
本
人
と
同

じ
情
報
を
得
て
行
動
で
き
る
の
で
す
」
と
杉
本
さ
ん
。

だ
か
ら
こ
そ
、
災
害
時
に
外
国
人
へ
確
実
に
情
報
を

伝
え
る
た
め
、「
や
さ
し
い
日
本
語
」
は
非
常
に
有
効

な
の
だ
。

〝
気
づ
き
〞
が
次
の
行
動
に
つ
な
が
る

有
志
の
会
は
、
地
元
京
都
で
外
国
籍
住
民
に
防
災
授

業
を
実
施
す
る
だ
け
で
な
く
、
京
都
府
内
外
の
日
本
語

教
師
向
け
に
防
災
教
育
ツ
ー
ル
の
開
発
や
防
災
教
育
の

啓
発
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
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防
災
リ
ー
ダ
ー
と
地
域
の
輪

「
や
さ
し
い
日
本
語
」
で
外
国
人
の
防
災
活
動
支
援

防
災
の
知
識
が
な
く
、
日
本
語
が
不
自
由
な
外
国
人
は
、
災
害
時
に
要
援
護
者
と
な
っ
て
し
ま
う
。

京
都
を
拠
点
に
活
動
す
る
「
や
さ
し
い
日
本
語
」
有
志
の
会
は
、

そ
ん
な
外
国
人
に
一
人
で
も
多
く
助
か
っ
て
欲
し
い
と

日
本
語
を
使
っ
た
、
外
国
人
の
た
め
の
防
災
教
育
の
普
及
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

第13回

和歌山県国際交流協会で行われた「外国人のための防災講座・救命講習会」（上段左右）、静岡県国際交流協会で行わ
れた日本人向けの「やさしい日本語」ワークショップ（下段左）、「やさしい日本語」有志の会が開催した外国人のた
めの防災グッズ展示会（下段右）
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実
際
に
防
災
授
業
を
受
け
た
外
国
人
は
、
防
災
知
識

を
得
た
こ
と
で
気
持
ち
に
変
化
が
起
き
て
、「
地
域
の
防

災
訓
練
が
あ
っ
た
ら
受
け
て
み
よ
う
か
」
と
防
災
に
関

心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
り
、
な
か
に
は
、
授
業
の
帰

り
に
早
速
防
災
グ
ッ
ズ
を
購
入
す
る
人
も
い
る
そ
う
だ
。

さ
ら
に
有
志
の
会
で
は
、
日
本
人
向
け
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
災
害
時
に
外
国
人
が
陥
り
や
す

い
問
題
や
、
彼
ら
に
わ
か
り
や
す
い
日
本
語
が
ど
の
よ

う
な
も
の
か
を
日
本
語
教
師
以
外
に
広
め
る
取
り
組
み

も
行
っ
て
い
る
。

「
災
害
時
に
使
わ
れ
る
用
語
や
、
日
本
人
が

日
常
当
た
り
前
に
使
う
言
い
回
し
が
外
国
人
に

は
難
し
い
と
い
う
こ
と
を
た
く
さ
ん
の
人
に
気

づ
い
て
も
ら
う
こ
と
が
、
外
国
人
を
助
け
る
最

初
の
ス
テ
ッ
プ
で
す
ね
」
と
杉
本
さ
ん
は
言
う
。

こ
の
よ
う
な
幅
広
い
地
道
な
活
動
が
認
め
ら

れ
、
防
災
教
育
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
２
０
１
１

年
度
の
防
災
教
育
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
有
志
の

会
。
今
後
は
、
京
都
府
や
公
益
財
団
法
人
京
都

府
国
際
セ
ン
タ
ー
と
協
力
し
て
実
施
す
る
京
都

府
内
の
外
国
籍
住
民
の
防
災
意
識
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
、

京
都
府
の
中
学
校
で
の
「
や
さ
し
い
日
本
語
」
の
講
習

会
実
施
も
予
定
さ
れ
て
お
り
、
活
動
は
、
さ
ら
に
広
が

り
を
み
せ
て
い
る
。

「
や
り
た
い
こ
と
は
、
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
今

後
、
さ
ら
に
多
く
の
方
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
」

と
杉
本
さ
ん
は
前
向
き
に
語
っ
て
く
れ
た
。

 

（
写
真
提
供　
「
や
さ
し
い
日
本
語
」
有
志
の
会
）

23

日 常的に住民同士がコミュニケーション
をとっているところでは災害時にトラ

ブルが少ないと聞いています。日本人と外国人も
日常から「やさしい日本語」を使ってコミュニケー
ションが取れるようになれば、災害時でもきっと
お互いに助け合えることがたくさんあると思いま
す。
また、災害時のお知らせだけでなく、日常生活

情報も「やさしい日本語」に作り替えていこうと
いう取り組みが各地の国際交流協会や自治体など
で増えています。
「やさしい日本語」は、様々な場面で使えるコ
ミュニケーションのツールですから、多くの方が
理解して使っていただければと思っています。

防災リーダーの一言

杉本篤子
（すぎもと・あつこ）

「やさしい日本語」有志の会　事務局

ご意見・ご感想を、内閣府（防災担当）
広報誌「ぼうさい」担当宛で、はがき、
FAX、メールにてお寄せください。

平成 24 年 12 月 3日発行 [ 季刊 ]
http://www.bousai.go.jp/kouhou/
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『ぼうさい』春号は平成 25 年 3月発行の予定
です。

編集後記
冬の気配が強くなってきている。各地では

初雪も観測されるようになってきた。昨年、
一昨年は２年連続で、大雪による大きな被害
が出た。今年の 11 月 27 日には、北海道で雪
による大規模な停電も発生した。今後も雪に
警戒が必要である。
特に豪雪地帯における被害が大きい。同地

帯は、大雪のほか、過疎化や高齢化が進み、
建設業者の数も減少しており、雪下ろしの担
い手が少なくなっていることも被害が大きく
なる要因になっている。
災害は、雪や地震といった自然現象のほか、

我々の社会構造により、被害の度合いが変わ
る。社会構造の変化に応じて、災害に強い地
域・社会を作らなければならないと思う。
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「やさしい日本語」有志の会が開発した防災教育ツール「防
災グッズカード」。30 種類の防災グッズを 6ヶ国語で品名
表示。カードの裏側には「やさしい日本語」によるグッズ
の詳しい解説がある。



東日本大震災
復興支援の情報サイト

各ホームページに、東日本大震災により被災された方、
そして支援をお考えの方に役立つ情報が掲載されています。

日本政府を通じた東日本大震災義援金受付

義援金の受付手続きを案内しています。
皆様から寄せられた義援金は、地方公共団体を通じて、

被災者の方々へ届けられます。

受付期間
平成23年4月5日（火）から平成25年3月31日（日）まで

受付手続き
全国の銀行、信用金庫、郵便局から指定の口座に
お振込み下さい。口座名義はいずれの銀行も
「東日本大震災義援金政府窓口」です。

http://www.cao.go.jp/gienkin/

復興庁

復興庁は、復興に関する国の施策の企画、
調整及び実施、また、地方公共団体への一元的な

窓口と支援等を担う組織です。
ホームページでは、復興交付金制度や被災者支援
関連情報、また現地の取組や関連資料など、

下記の最新情報が入手できます。

所管事項・法令等基礎資料、復興特別区域法
復興交付金制度、復興推進委員会、復興推進会議
被災者支援関連情報、現地の取組、その他

http://www.reconstruction.go.jp/

岩手県、宮城県、福島県で復興に向けて歩む方々の声や取り組みのほか、
復興に役立つ最新情報が紹介されています。

各県で放送されたテレビやラジオの復興支援番組、著名人の方からの応援メッセージ映像、
被災された地域の復興状況の画像等がご覧いただけます。

http://fukko.gov-online.go.jp/

「復旧・復興支援制度情報」のページ

国や地方公共団体が東日本大震災の復旧・復興のために整備している支援制度の検索サイトです。
様々な支援制度を横断的に検索し、条件にあったものをすばやく探すことができます。

県外避難している方からの相談にも、県名や市町村名から簡単に調べてご案内いただけます。

個人向け、事業者向け、それぞれの最新支援制度情報が確認でき、
フリーキーワード、支援の種類やカテゴリ選択による絞込みも可能です。

http://www.r-assistance.go.jp/
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